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市
内
で
活
躍
す
る
団
体
を
紹
介

大内模型飛行機大会
　　実行委員会

☎

今
回
は

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
内
で
活
躍
す
る
団
体

を
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
大
内
模
型
飛
行
機
大
会

　
　
　
　

実
行
委
員
会
」で
す
。

大内模型飛行機大会型飛行機大型 大機行機型模模 機行行行内模型飛行機大行
　実行委員会委委行委員員行行行行委員行 会実

も
っ
ぱ

　

今
か
ら
50
年
ほ
ど
前
「
あ
き
た
号
」
と

名
付
け
ら
れ
た
模
型
飛
行
機
の
組
み
立
て

キ
ッ
ト
が
近
所
の
駄
菓
子
屋
で
売
ら
れ
、

各
地
で
記
録
大
会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
が
夢
中
に
な
っ
た
時
代
が
あ

り
ま
し
た
。
大
内
地
域
で
も
40
年
ほ
ど
前

か
ら
大
会
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
手

軽
な
機
体
の
入
手
が
難
し
く
な
り
一
時
中

止
に
。
そ
れ
を
15
年
前
に
復
活
さ
せ
た
の
が
、

か
つ
て
の
熱
中
少
年
た
ち
「
大
内
模
型
飛

行
機
実
行
委
員
会
」
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

現
在
の
会
員
は
16
人
ほ
ど
。
主
な
活
動

は
例
年
10
月
に
行
わ
れ
る
製
作
教
室
と
滞

空
時
間
を
競
う
大
会
の
実
施
。
ま
た
不
定

期
で
声
を
掛
け
合
い
集
ま
っ
て
、
自
慢
の

機
体
を
飛
ば
し
合
い
ま
す
。
そ
し
て
最
近

で
は
、
市
外
か
ら
製
作
教
室
の
講
師
と
し

て
依
頼
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

模
型
飛
行
機
は
木
と
紙
な
ど
を
組
み
立

て
プ
ロ
ペ
ラ
を
付
け
た
ゴ
ム
動
力
の
シ
ン

プ
ル
な
も
の
で
す
が
、
バ
ラ
ン
ス
や
重
さ

の
微
調
整
な
ど
の
改
良
を
す
る
と
、
想
像

以
上
に
高
く
長
く
飛
び
、
う
ま
く
風
に
乗

る
と
何
㌔
も
先
ま
で
飛
ぶ
そ
う
で
す
。　

　

同
会
が
作
る
の
は
専
ら「
あ
き
た
号
」。

そ
の
設
計
者
で
、
県
内
模
型
飛
行
機
普
及

の
立
役
者
で
あ
る
佐
々
木
良
三
さ
ん（
秋
田

市
）
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
す
る

こ
と
も
あ
り
、
会
員
が「
先
生
！
」
と
助
言

を
求
め
る
姿
は
ま
る
で
少
年
の
よ
う
で
す
。

「
同
じ
設
計
図
を
元
に
作
ら
れ
た
機
体
だ

け
れ
ど
、
材
料
か
ら
何
か
ら
個
性
的
で
お

も
し
ろ
い
。集
ま
る
だ
け
で
勉
強
に
な
る
」

と
話
す
吉
田
久
則
さ
ん
（
72
歳
・
後
町
）
も

機
体
の
改
良
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
の
目
標
は
、
も
っ
と
競
技
人
口
を

増
や
す
こ
と
。「
佐
々
木
先
生
は
昔
か
ら

必
ず
『
ど
う
し
て
飛
ば
な
い
の
か
を
考
え

て
み
よ
う
』
と
問
い
か
け
て
、
自
分
で
考

え
て
試
す
力
や
科
学
す
る
心
を
育
て
て
き

た
。
こ
の
経
験
は
模
型
飛
行
機
に
関
わ
ら

ず
大
切
な
こ
と
。も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
も

味
わ
え
る
の
で
、
年
齢
問
わ
ず
ぜ
ひ
試
し

て
み
て
ほ
し
い
。
き
っ
と

夢
中
に
な
り
ま
す
よ
」
と

代
表
の
髙
橋
光
一
さ
ん

（
69
歳
・
岩
谷
町
）
は
笑
顔

で
話
し
ま
す
。

　

今
年
の
製
作
教
室
は
10

月
23
日
㈯
に
、
大
会
は
翌

24
日
㈰
に
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。
皆
さ
ん
も
、
自
分

で
作
っ
た
機
体
を
大
空
へ

飛
ば
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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詳しくは、お問い合わせください。

三密対策として、バスの台数を増やしたり、
バスの大きさを変更したり
することで増額となる部分
に補助金を交付する

9 障がい就労サービス
　 利用者応援金

11 修学旅行のバス三密対策事業

2,500千円

3,150千円

10 地域公共交通利用
　 促進緊急対策事業

12 公共施設へのコロナ対策
　 備品の配置 9,869千円

商店街や飲食店街
独自のイベントを
支援する
　補助率 1/2
　上限５０万円程度

利用者が減少している自動車
運転代行業者を支援するため、
車両１台につき３万円を支援

5 中小企業融資斡旋事業

8 商店街・飲食店街支援事業

6,025千円

7 自動車運転代行業継続
　 支援金 1,500千円

5,000千円

「アマビエ市」より　
〈2020（令和２）年６月28日開催〉

７２

市庁舎などの公共施設に市庁舎などの公共施設に
非接触式体温検知器を配置非接触式体温検知器を配置
し、特に利用者が多い施設にはし、特に利用者が多い施設には
アルコールディスペンサアルコールディスペンサーを配置するーを配置する

市庁舎などの公共施設に
非接触式体温検知器を配置
し、特に利用者が多い施設には
アルコールディスペンサーを配置する

上記融資斡旋事業の
後年度負担分の積み立て

6 中小企業金融支援基金
　 積立金 24,492千円

売り上げが減少している小規模事業者に
対し、コロナ対策特別資金を継続
　融資額500万円まで全額利子補給していた
　資金を1,000万円まで拡充（1,000万円超
　部分は０．４%補給）。融資額２億５千万円

問 商工振興課  ☎24－６３７２

コロナ禍においても訓練に取り組む
障がい就労サービス利用者の通所応援
　１人当たり１万円を支援する

問 商工振興課  ☎24－６３７２

28,701千円

問 地域振興課  ☎24－６３７８

路線バス応援事業
［羽後交通］

●回数券：25％引き

タクシー応援事業
［市内タクシー業者］

●初乗り運賃：５００円割引き
　降車時に次回利用可能な割引券を配布

３セク鉄道応援事業
［由利高原鉄道］

●貸し切り列車：50％引き
●各種フリー券：25％引き

いずれの事業も
予算額に達し次第
割引終了します

〈交通事業者が実施する
　　　割引きに対する支援〉

（県補助を含めた割引きです）

※初回は通常料金の支払いが必要です

問 商工振興課  ☎24－６３７２

問 商工振興課  ☎24－６３７２
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市
民
の
皆
さ
ま
へ

　

東
京
な
ど
の
１
都
３
県
で
は
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

る
な
ど
、
全
国
的
に
感
染
者
数
が
一
定
数
確
認
さ
れ
て
い
る

状
況
で
あ
り
ま
す
。
秋
田
県
で
も
会
食
や
宴
会
な
ど
の
交
流

活
動
の
自
粛
が
続
き
、
市
内
事
業
者
の
経
営
は
今
も
な
お
大

変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
で
は
地

域
の
飲
食
業
へ
の
支
援
な
ど
各
種
事
業
に
つ
い
て
４
月
早
々

に
着
手
で
き
る
よ
う
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
追
加
支
援
策
を
実
施
し
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
、
こ
の
状
況
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
、
感

染
拡
大
の
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、地
域
経
済
の
回
復
に
向
け

た
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

３月５日、記者会見を行う長谷部市長

市
の
独
自
支
援
事
業

市

独

市
の
対
応
第
９
弾

◇新型コロナウイルス感染症対策
追加支援策

1 プレミアム飲食券・
　 商品券発行事業

市内宿泊施設に宿泊した場合の
支払いを会計時１人１泊に限り
3,000円助成
　県のプレミアム宿泊券などと
　併用可能で上限を約３万人までとする

2 新型コロナウイルス対策
　 飲食業支援金

前年度と比較して、売り上げが30㌫以上
減少した市内飲食事業者を対象に、10万円
を給付し、１人以上雇用している場合は、
さらに10万円を追加

4 温泉施設利用促進事業

事業費金額［単位：千円］

111 ,500千円

63,000千円

34,835千円予算額に達し次第終了します

3 宿泊施設利用促進事業
予算額に達し次第終了します

1,000 見本
プレミアム商品券

1,000 見本
プレミアム商品券

1,000 見本
プレミアム商品券

◆市内の飲食店で活用できる
　飲食券３万セットを発行する
　１セット5,000円分
（1,000円券×５枚）を2,500円で発売
◆市内の小売店などで活用できる
　商品券を２万セットを発行する
　１セット5,000円分
（1,000円券×５枚）を4,000円で発売

問 市商工会 ☎23－８６８６

91,194千円

問 観光振興課  ☎24－６３４９

問 観光振興課  ☎24－６３４９

の
り

市内温泉施設を１回の利用に
つき 補助券１枚を進呈
　補助券は対象施設なら
　どこでも利用可
　２枚で次回の利用無料
　上限を約８万人までとする
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1
Point

2
Point

3
Point

4
Point

５
Point

危
機
管
理
課

　各種ハザードマップ（洪水・土砂災害マップ、
津波浸水予測マップ、火山噴火災害予測マップ）
のデータを新しいものに更新しました。土砂災害
警戒区域（イエローゾーン）、土砂災害特別警戒
区域（レッドゾーン）は県による基礎調査の結果
を踏まえ、令和元年度までに指定された箇所を記
載しています。

　北部地域（岩城・本
荘・西目・大内）と南部
地域（由利・東由利・矢
島・鳥海）に分けて制作
し、各地域ごとに配布し
ます。ハザードマップが
大きく表示され、地図が
見やすくなりました。

各種ハザードマップを
最新データに

２つの地域（北部・南部）に
分けて制作

　国や県、気象庁が発表する情報などに基づき市が発
令する避難情報【避難準備・高齢者等避難開始、避難
勧告、避難指示
（緊急）】が出
されたときに取
るべき行動など
避難時の心得を
表にまとめまし
た。

避難情報を最新に

　地図の縮尺を大きくしたことで、洪水・土砂災害
マップや火山噴火災害予測マップに避難場所の掲載
が可能となりました。

ハザードマップに避難場所
を掲載

　これまでは50年
または100年に１
度の大雨を想定して
いたものが、千年に
１度の雨量基準に変
更になり、洪水・土
砂災害マップの浸水
地域が前回よりも広
がりました。

洪水による災害を想定する
雨量基準が変更

自宅や避難場所が現在どのような表示になっているか、確認しましょう

自宅から避難場所までの距離、
安全な経路の確認が簡単に

「浸水継続時間」「家庭倒壊等氾濫
想定区域」も新しく掲載

南部地域▶

◀北部地域

　

平
常
時
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
自
宅

や
地
域
の
災
害
リ
ス
ク
を
確
認
し
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
は
適
切
な
避
難
行
動
を
と

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
「
非
常
用
持
ち
出
し
品
、
備
蓄

品
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
や
災
害
発
生
時

の
避
難
行
動
判
断
フ
ロ
ー
な
ど
知
識
面
に

つ
い
て
日
頃
か
ら
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

　

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
自
宅
に
届
い
て
い

な
い
場
合
は
、
市
役
所
危
機
管
理
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
Ｗ
ｅ
ｂ
版
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
新
設
し
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

町
内
会
単
位
や
自
主
防
災
組
織
単
位
な

ど
で
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
関
す
る
出
前
講

座
を
希
望
す
る
場
合
は
、
危
機
管
理
課
ま

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

日
頃
か
ら
活
用
し
ま
し
ょ
う

出
前
講
座
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

大きくしたことで、洪水・土砂災害
火災害予測マップに避難場所の掲載
した。

水による災害を想定する
量基準が変更

自宅から避難場所までの距離、
安全な経路の確認が簡単に

　

災
害
の
発
生
時
に
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
の

防
災
知
識
や
避
難
時
の
心
得
、
各
種
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
掲
載
し
た
「
わ
が
家
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

８
年
ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
災
害
が
発

生
し
た
と
き
に
は
自
分
の
命
、
家
族
の
命
を
守
る
行

動
が
大
切
で
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
新
た
な
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

広報ゆりほんじょう令和３年３月15日号

災
害
の
発
生
時
に
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
の

防
災
知
識
や
避
難
時
の
心
得
、
各
種
ハ
ザ

ド
マ
ッ

「
わ
が
家
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

　
　
　
　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

大
切
な
命
を
守
る
た
め
の
備
え
を
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道
の
駅
岩
城
で
ワ
カ
メ
収
穫
祭

採
れ
た
て
ワ
カ
メ
買
い
求
め
、に
ぎ
わ
う

ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
と
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
締
結

地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り
に
連
携
し
て
取
り
組
む

本
荘
南
中
で
ジ
オ
パ
ー
ク
出
前
授
業

大
地
の
成
り
立
ち
、
地
域
の
歴
史
学
ぶ

6広報ゆりほんじょう 令和３年３月15日号

ヤマト運輸杉野秋田主管支店長（左）と長谷部市長（右）

おもちゃアテンダントとなった皆さんと熊谷館長（左から4番目）

おもちゃの遊び方を学ぶ受講者たち
　

本
市
と
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
が
「
由

利
本
荘
市
と
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式

会
社
と
の
連
携
と
協
力
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
平
成
25
年
に
同

社
と
締
結
し
た
「
災
害
時
に
お

け
る
物
資
輸
送
及
び
物
資
拠
点

の
運
営
等
に
関
す
る
協
定
」
に

よ
る
災
害
時
の
連
携
に
加
え
、

さ
ら
な
る
地
域
の
活
性
化
に
向

け
た
地
域
づ
く
り
や
人
づ
く
り

に
つ
い
て
、
協
働
で
取
り
組
む

と
い
う
も
の
で
す
。

　

協
定
締
結
式
は
２
月
10
日
に

市
役
所
で
行
わ
れ
、
同
社
の
杉

野
真
哉
秋
田
主
管
支
店
長
は
「
地

域
活
性
化
に
携
わ
り
街
を
支
え

て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
市
民
の

皆
さ
ん
を
笑
顔
に
す
る
こ
と
に

力
を
注
い
で
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

今
後
は
市
と
同
社
が
連
携
・

協
力
を
推
進
す
る
べ
き
課
題
な

ど
に
つ
い
て
情
報
・
意
見
交
換

を
実
施
し
「
物
流
・
人
流
の
活

性
化
」「
安
全
・
安
心
な
地
域
づ

く
り
」
な
ど
９
つ
の
事
業
に
つ

い
て
協
働
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
協
議
会
事
務
局
が
主
催
す

る
「
ジ
オ
パ
ー
ク
出
前
授
業
」

が
、
本
荘
南
中
学
校
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
市
内

各
学
校
で
そ
の
地
域
に
沿
っ
た

内
容
で
開
催
さ
れ
、
同
校
で
は

２
年
生
を
対
象
に
、
大
地
の
成

り
立
ち
や
地
理
的
特
徴
、
発
掘

さ
れ
た
遺
跡
や
地
域
の
歴
史
に

つ
い
て
３
日
間
に
わ
た
り
学
習

し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
２
月
10
日
は
「
日

本
遺
産
・
北
前
船
寄
港
地
」
を

テ
ー
マ
に
、
北
海
道
―
大
阪
間

を
運
航
し
財
を
成
し
た
北
前
船

と
そ
の
往
来
で
栄
え
た
古
雪
町

の
様
子
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

船
に
よ
っ
て
運
ば
れ
、
今
で
も

市
内
に
遺
る
遺
産
の
一
つ
と
し

て
善
応
寺
（
古
雪
町
）
の
巨
大

瓦
が
紹
介
さ
れ
る
と
、
実
物
大

で
描
か
れ
た
紙
の
前
に
生
徒
た

ち
が
立
ち
、
そ
の
大
き
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。

　

授
業
を
受
け
た
阿
部
恭
介
さ

ん
は
「
３
回
と
も
話
が
分
か
り

や
す
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
今

ま
で
ジ
オ
や
地
域
の
歴
史
に
つ

い
て
詳
し
く
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

理
解
が
深
ま
っ
て
よ
か
っ
た
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

九嶋副市長（左）と田口代表理事（右）

　

道
川
漁
港
で
採
れ
た
ワ
カ

メ
を
即
売
す
る
ワ
カ
メ
収
穫

祭
が
２
月
13
、
14
、
20
、
21

日
の
４
日
間
、
道
の
駅
岩
城

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
収
穫

祭
は
「
道
川
海
の
森
づ
く
り

推
進
協
議
会
（
金
森
己
嗣
会

長
）」
が
主
催
し
、
平
成
24
年

か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

好
天
に
も
恵
ま
れ
た
14
日
、

朝
９
時
の
販
売
開
始
前
に
は

新
鮮
な
ワ
カ
メ
を
買
い
求
め

る
来
場
者
が
行
列
を
作
り
ま

し
た
。
販
売
は
ワ
カ
メ
の

「
葉
」
の
部
分
と
「
茎
」
の

部
分
に
分
け
て
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
開
始
か
ら
10
分
ほ
ど

で
「
葉
」
が
完
売
。
さ
ら
に

20
分
後
に
は
「
茎
」
も
完
売

と
な
り
、
こ
の
日
の
販
売
は

30
分
足
ら
ず
で
大
盛
況
の
う

ち
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

完
売
直
前
に
ワ
カ
メ
の

「
葉
」
を
購
入
し
た
鈴
木
優

子
さ
ん
（
46
歳
・
秋
田
市
）

は
「
９
時
か
ら
の
販
売
に
合

わ
せ
て
来
て
み
た
ら
人
が
多

く
て
び
っ
く
り
。
で
も
ギ
リ

ギ
リ
で
買
え
た
の
で
本
当
に

良
か
っ
た
で
す
。
量
が
多
い

の
で
実
家
に
も
分
け
つ
つ
、

い
っ
ぱ
い
食
べ
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

全
国
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
会
長
賞

赤
田
フ
ァ
ー
ム
に
全
国
表
彰

　

本
荘
地
域
の
農
事
組
合
法

人
赤
田
フ
ァ
ー
ム
（
田
口
純

一
代
表
理
事
）
が
こ
の
た
び
、

令
和
２
年
度
全
国
優
良
経
営

体
表
彰
の
経
営
改
善
部
門
で

「
全
国
担
い
手
育
成
総
合
支

援
協
議
会
会
長
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

赤
田
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
機

械
作
業
の
改
善
や
費
用
対
効

果
を
考
慮
し
た
新
技
術
導
入

に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

２
月
10
日
、
市
役
所
に
訪

れ
た
田
口
代
表
理
事
は
「
今

回
の
受
賞
は
い
い
仲
間
、
い

い
地
域
に
恵
ま
れ
た
お
か
げ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
励
み
に
今
後
も
一
層
努
力

し
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

元
人
権
擁
護
委
員
の
保
科
さ
ん
と
菊
地
さ
ん

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

　

こ
の
ほ
ど
人
権
擁
護
委
員

を
退
任
さ
れ
た
保
科
良
子
さ

ん
（
72
歳
・
大
中
ノ
沢
）
と

菊
地
喜
世
子
さ
ん
（
74
歳
・

岩
城
勝
手
）
に
、
法
務
大
臣

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
保
科
さ
ん
は
３
期
９
年

余
り
、
菊
地
さ
ん
は
４
期
12

年
に
わ
た
っ
て
人
権
擁
護
委

員
を
務
め
、
地
域
の
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
・
高
揚
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
・
お
も
ち
ゃ
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
養
成
講
座

新
た
に
６
人
が
お
も
ち
ゃ
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
に
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鳥
海
山
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術

館
で
２
月
28
日
、
来
館
者
に
館

内
の
案
内
や
お
も
ち
ゃ
に
つ
い

て
教
え
一
緒
に
遊
ぶ
「
お
も

ち
ゃ
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
」
の
養
成

講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
座

で
は
施
設
に
つ
い
て
の
概
要
や

木
の
お
も
ち
ゃ
の
遊
び
方
、
活

動
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て

実
践
を
交
え
な
が
ら
１
日
を
か

け
て
学
び
、
最
後
に
熊
谷
甚
悦

館
長
か
ら
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
証
と

エ
プ
ロ
ン
が
交
付
さ
れ
、
新
た

に
６
人
の
「
お
も
ち
ゃ
ア
テ
ン

ダ
ン
ト
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
は
総
勢

１
３
８
人
に
な
り
ま
す
。

　

相
馬
千
尋
さ
ん
（
50
代
・
水

林
）
は
「
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど

で
美
術
館
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ

り
、
木
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぶ
お

も
し
ろ
さ
を
知
り
た
い
と
思
い

参
加
し
ま
し
た
。
年
齢
や
テ
ー

マ
に
合
わ
せ
た
遊
び
方
が
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

と
楽
し
く
一
緒
に
遊
べ
る
ア
テ

ン
ダ
ン
ト
に
な
り
た
い
で
す
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

「
楽
し
く
て
意
義
の
あ
る
活
動
の
中
に
身

を
置
く
こ
と
が
で
き
、
人
生
の
大
き
な
栄

養
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
す
菊
地
さ
ん

「
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
こ
と
で
大
き

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
い
、
幸
せ
な
９

年
間
で
し
た
」
と
話
す
保
科
さ
ん

鳥海山木のおもちゃ美術館
営業再開します

　館内修繕および新型コロナウイル
ス感染予防対策のため休館していた
鳥海山木のおもちゃ美術館は、３月
20日㈯から再開します。新しいお
もちゃも増やして、皆さんをお待ち
しています。
開館時間　９時～16時
　　　　　　（最終入館15時半）
◆感染症拡大防止のため「マスク着
用」「上履きの持参」にご協力ください。

鳥海山木のおもちゃ美術館
☎74－９０７０

問

みんなみんな来てネ！てネ！みんな来てネ！



農
山
漁
村
振
興
課
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市政情報

１
「
森
林
経
営
管
理
制
度
」
と

本
市
の
取
り
組
み
状
況

　

平
成
30
年
に
森
林
資
源
の
適
切

な
管
理
と
林
業
の
成
長
産
業
化
を

推
進
す
る
た
め
「
森
林
経
営
管
理

法
」
が
可
決
さ
れ
、
平
成
31
年
度

か
ら
市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
森

林
管
理
を
行
う
森
林
経
営
管
理
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
適
切
な
管
理
が
行
わ

れ
て
い
な
い
人
工
林
（
ス
ギ
）
に

つ
い
て
、
所
有
者
自
ら
が
経
営
管

理
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

は
市
が
森
林
所
有
者
か
ら
受
託
し

た
り
、
市
が
仲
介
役
と
な
っ
て
森

林
所
有
者
と
林
業
経
営
者
を
つ
な

げ
た
り
す
る
こ
と
で
、
適
正
な
森

林
の
管
理
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

人
工
林
（
ス
ギ
）
は
広
葉
樹
に

比
べ
、
適
切
な
除
・
間
伐
を
行
わ

な
け
れ
ば
、
地
面
に
太
陽
光
が
届

か
ず
下
草
が
育
た
な
い
た
め
、
本

来
森
林
が
持
つ
土
砂
災
害
防
止
な

ど
の
多
面
的
機
能
が
低
下
し
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
た
め
市
で
は
、

当
面
次
の
森
林
を
対
象
に
し
て
所

有
者
の
意
向
を
確
認
し
な
が
ら
優

先
的
に
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
森
林

過
去
10
年
程
度
森
林
整
備
が
行
わ

れ
て
い
な
い
人
工
林
（
ス
ギ
）

　

対
象
と
な
る
森
林
所
有
者
に
対

し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
令
和
３
年

度
完
了
見
込
み
）
・
意
向
調
査

（
令
和
６
年
度
完
了
見
込
み
）
を

行
い
、
今
後
の
経
営
管
理
の
方
向

性
を
確
認
し
ま
す
。

※

本
制
度
に
関
す
る
質
問
や
詳
細

に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
で
き
ま
す
）
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

森
林
所
有
者
へ
の
意
向
確
認

森
林
整
備
の
対
象
と
な
る
森
林

9 Yurihonjo city public Relations. 2021

地域別調査実施年度

森林経営管理制度Q＆A

R１年度

R２年度

R２年度

R３年度

R３年度

岩城（道川地区）

岩城（亀田地区）・西目

由利・大内

東由利・鳥海

本荘・矢島

R２年度

R３年度

R４年度

R５年度

R６年度

意向調査地　　域 アンケート調査

Ｑ　市に経営管理を委託した場合、
　森林所有者の費用負担はある
　の？また、どんな施業（手入れ）
　を行うの？
Ａ　森林所有者の費用負担につい
　ては、森林環境譲与税を活用し
　て施業を実施するので、発生し
　ません。施業は保育間伐（切り捨
　て間伐）を行っていく計画です。

Ｑ　森林所有者からの委託を受け、
　市はどのように森林整備を進め
　ていくの？
Ａ　次の２つの方法を計画してい
　ます。
　①市で施業を発注する
　②林業経営者が森林所有者との
　　合意に基づき交付金を使って
　　森林整備を進める

森林整備の実施

集積計画（案）作成

森林所有者との協議

集積計画作成・公告 審査

集積計画公告

林業経営者

林業経営者
由利本荘市

森林所有者

森林所有者
林業経営者

対象となる森林は「10年程度手入れされていない人口林（スギ）」
です。森林整備の施業は「保育間伐」を計画しています。

経
営
管
理
案
の
提
示

申
し
出

（
意
向
調
査
を
待
た
ず
市
に
申
し
出
）

意
向
確
認

（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査・意
向
調
査
）

合
意
形
成

由利本荘市

※由利本荘市、林業経営者のどち
　らが経営管理する場合でも森林
　環境譲与税を財源として事業を
　行うので、森林所有者に費用負
　担は発生しません。

※一定の条件を満たしていない場合に
　は、市で直ちに経営管理を受託でき
　ないケースがあります。その場合に
　は、条件を満たすまでお待ちいただ
　くことになります。

※森林所有者と林業経営者の合意が整
　えば、小さな面積でも森林整備を実
　施することができます。

林業経営者が経営管理由利本荘市が経営管理
※市の森林経営管理制度推進交付金を活用した場合

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
」

金
子
さ
ん
が
奨
励
賞
受
賞

市長室

　市長の長谷部です。２月の私の行動の
一部をお知らせします。この情報は、市
ホームページでもご覧いただけます。

か　ら

 ２月1８日（木）
○新型コロナウイルスワクチンの接
　種体制確保について堀井副知事ご
　来訪（応接室）

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
推

進
室
」
を
設
置
し
、
接
種
体

制
の
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す

が
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し

て
、
で
き
る
だ
け
早
く
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
引

き
続
き
県
と
緊
密
に
連
携
し
体

制
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
日

程
が
決
ま
り
次
第
広
報
な
ど

で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
体
制
確
保
に
つ
い

て
、
堀
井
副
知
事
が
本
市
を
ご

来
訪
く
だ
さ
り
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
短
時
間
で

多
く
の
住
民
を
対
象
に
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
接

種
を
行
う
医
療
従
事
者
の
確
保

や
、
住
民
に
負
担
を
か
け
ず
に
、

安
全
で
効
率
的
な
接
種
を
行
う

仕
組
み
作
り
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

本
市
で
は
、
２
月
１
日
に

　

総
務
省
が
地
域
活
性
化
に
貢

献
し
た
団
体
や
個
人
を
表
彰
す

る
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
」

の
奨
励
賞
を
こ
の
ほ
ど
、
金
子

拓
雄
さ
ん
（
69
歳
・
東
由
利
老

方
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

金
子
さ
ん
は
フ
ラ
ン
ス
鴨
の

生
産
に
着
目
し
、
研
究
と
試
行

錯
誤
を
重
ね
、
地
域
の
特
産
品

と
し
て
定
着
さ
せ
ま
し
た
。
ま

た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究

会
の
代
表
と
し
て
、
農
業
収
穫

体
験
会
を
開
催
す
る
な
ど
、地
域

活
性
化
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
月
17
日
、
市
役
所
へ
報
告

に
訪
れ
た
金
子
さ
ん
は
「
皆
さ

ん
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
受

賞
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
東
由
利

地
域
の
良
さ
を
広
め
、
人
に
喜

ん
で
も
ら
う
こ
と
で
地
域
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

同
賞
は
昭
和
58
年
に
創
設
。

県
内
の
個
人
が
受
賞
す
る
の
は
、

金
子
さ
ん
が
初
め
て
で
す
。　

　

秋
田
し
ん
せ
い
農
業
協
同

組
合
（
小
松
忠
彦
代
表
理
事

組
合
長
）
よ
り
、
同
組
合
管

内
の
中
学
３
年
生
全
員
に
高

校
受
験
合
格
が
祈
願
さ
れ
た

「
土
づ
く
り
実
証
米
無
菌

パ
ッ
ク
ご
は
ん
」
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

２
月
25
日
に
合
格
祈
願
神

事
と
贈
呈
式
が
同
組
合
本
店

で
開
催
さ
れ
、
本
市
土
倉
学

校
教
育
課
長
、
に
か
ほ
市
齋

藤
教
育
長
が
出
席
。
神
事
を

終
え
た
後
、
小
松
組
合
長
か

ら
無
菌
パ
ッ
ク
ご
は
ん
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
小
松
組
合

長
は
「
こ
の
ご
は
ん
の
よ
う

に
粘
り
強
く
受
験
に
取
り
組

み
、
み
ん
な
が
合
格
す
る
こ

と
を
祈
っ
て
い
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

無
菌
パ
ッ
ク
ご
は
ん
は
、

同
組
合
管
内
の
13
校
７
５
９

人
に
対
し
、
３
月
２
日
に
各

学
校
へ
配
付
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
か
ら
高
校
受
験
生
へ

合
格
祈
願
と
無
菌
パ
ッ
ク
ご
は
ん
贈
呈

長谷部市長（左）と金子さん（右）

小松組合長（左）と土倉学校教育課長（右）

フランス鴨を飼育する金子さん



福
祉
支
援
課

総
合
政
策
課
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興
課
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市政情報

４
令
和
３
年
２
月
福
島
県
沖
地
震
義
援
金

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

子
育
て
支
援
課

〒
０
１
５
|
８
５
０
１

由
利
本
荘
市
尾
崎
17
番
地

　
FAX

　

令
和
３
年
２
月
、
福
島
県
沖
を

震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
た
こ

と
に
よ
り
、
東
北
地
方
を
中
心
に

大
き
な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々

を
支
援
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り

義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

受
付
期
間　

５
月
31
日
㈪
ま
で

協
力
方
法　

秋
田
銀
行
お
よ
び
北

都
銀
行
各
店
に
備
え
付
け
の
義
援

金
専
用
振
込
用
紙
（
振
込
手
数
料

は
無
料
）
で
振
り
込
み

※

郵
便
振
替
で
も
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
郵
便
局
窓

口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

日
本
赤
十
字
社
窓
口
（
市
役
所

福
祉
支
援
課
お
よ
び
総
合
支
所
市

民
サ
ー
ビ
ス
課
）
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

市政情報

５
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
無
料
利
用
者
証
の

更
新
・
交
付
申
請
を
忘
れ
ず
に

　

現
在
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
無
料
利
用
者

証
は
、
３
月
31
日
で
有
効
期
限
が

満
了
し
ま
す
。

　

新
年
度
に
向
け
更
新
を
希
望
す

る
方
ま
た
は
新
た
に
交
付
を
希
望

す
る
方
は
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
時
に
必
要
な
も
の

交
付
対
象
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明

で
き
る
書
類
（
身
体
障
害
者
手

帳
・
療
育
手
帳
・
介
護
保
険
被
保

険
者
証
な
ど
の
各
種
手
帳
、
生
活

保
護
受
給
者
証
明
書
な
ど
）

申
請
先　

地
域
振
興
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

市政情報

２
市
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施

策
の
実
施
状
況
や
推
進
に
つ
い
て

意
見
を
伺
う
た
め
「
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
」
の
委
員
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

３
人

任
期　

２
年
（
４
月
１
日
〜
令
和

５
年
３
月
31
日
）

報
酬　

会
議
１
回
の
出
席
に
つ
き

６
５
０
０
円
と
交
通
費

応
募
資
格　

市
内
に
居
住
し
、
未

就
学
の
子
ど
も
と
同
居
す
る
保
護

者
で
、
会
議
に
出
席
可
能
な
方

（
会
議
当
日
は
託
児
制
度
あ
り
）

応
募
方
法　

電
子
申
請
、
Ｅ
メ
ー

ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵
送
ま
た
は

持
参
に
よ
り
応
募

※

応
募
用
紙
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ

か
、
子
育
て
支
援
課
、
各
総
合
支

所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
も
備
え
付

け
て
い
ま
す
。

応
募
期
限　

３
月
25
日
㈭
必
着

市政情報

３
第
４
次
男
女
共
同
参
画
計
画
（
案
）
に
係
る
意
見
を

公
募
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
こ
の
た
び
男
女
共
同

参
画
社
会
基
本
法
に
基
づ
く
「
第

４
次
由
利
本
荘
市
男
女
共
同
参
画

計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
計
画
案

を
公
開
し

ま
す
の
で
、

策
定
の
参

考
と
す
る

た
め
皆
さ

ん
の
意
見

を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

募
集
期
限　

３
月
19
日
㈮　

17
時
ま
で

公
表
資
料
（
計
画
案
）
の
備
え
付

け
場
所　

総
合
政
策
課
（
市
役
所

本
庁
３
階
）
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
の
提
出
方
法　

電
子
申
請
、

Ｅ
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵
送

ま
た
は
総
合
政
策
課
へ
持
参

意
見
の
取
り
扱
い　

い
た
だ
い
た

意
見
は
市
の
考
え
と
と
も
に
後
日

公
表
（
個
々
の
意
見
に
対
す
る
直

接
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
）

電子申請は
こちらから▼

電子申請は
こちらから▼



・
・



・
・
・
・

◀
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　新型コロナウイルスワクチンの接種対象は16歳
以上の方であり、国により定められている接種順位
は次のとおりです。

　❶医療従事者など
　❷高齢者（令和３年度中に65歳に達する、
　　昭和32年４月１日以前生まれの方）
　❸高齢者以外で基礎疾患を有する方（注１）や
　　高齢者施設などの従事者
　❹上記以外の方

（注１）基礎疾患とは　　※３月５日現在の範囲で今後見直される場合もあり。
　▽次の病気や状態に該当し、通院・入院している方
　　①慢性の呼吸器の病気　　②慢性の心臓病（高血圧を含む）
　　③慢性の腎臓病　　　　　④慢性の肝臓病（肝硬変など）
　　⑤インスリンや飲み薬で治療中の糖尿病または他の病気を併発してる糖尿病
　　⑥血液の病気（鉄欠乏性貧血を除く）
　　⑦免疫の機能が低下する病気（治療中の悪性腫瘍を含む）
　　⑧ステロイドなど免疫の機能を低下させる治療を受けている
　　⑨免疫の異常に伴う神経疾患や神経筋疾患
　　⑩神経疾患や神経筋疾患が原因で身体の機能が衰えた状態（呼吸障害など）
　　⑪染色体異常
　　⑫重症心身障害（重度の肢体不自由と重度の知的障害が重複した状態）
　　⑬睡眠時無呼吸症候群
　▽上記①～⑬に該当しないが、基準（ＢＭＩ30以上）を満たす肥満の方

新型コロナワクチン接種情報

１．接種順位

２．接種券の発送

　対象者には順次、
接種券とお知らせを
発送します。高齢者
には３月下旬に発送
予定です。

【封筒イメージ】

健康管理課
新型コロナウイルスワクチン接種推進室

３．予約について

　市が設置するコールセンター
への電話予約とインターネット
予約による受け付けとなります。
受け付け開始時期などの詳細に
ついては、新型コロナワクチン
接種のお知らせに同封される案
内をご覧ください。
※本紙４月１日号でもお知らせ
します。

期間　４月～12月（月に１回～２回。平日の日中に開催）　
会場　本荘保健センター、市総合体育館など
対象　新規受講者　本市に住所を有する方で、 ①～③を満たす方
　　　　①講座に参加できる方　
　　　　②講座受講後にインターバル速歩の普及をしてくれる方
　　　　③過去に運動量計測器を使用したことのない方
　　　継続受講・経験者　上記の①、 ②を満たす方
内容　運動指導、栄養講座など
定員　新規受講者：20人　継続受講・経験者：60人程度　※先着順。
受講料　新規：無料　継続受講・経験者：約２万円程度
※運動量計測器使用料、血液検査、筋力・持久力測定費用を含む。
　野外研修などは実費。
申し込み　４月２日㈮まで、健康管理課
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◇
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
課
（
本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー
内　

☎
22
ー
１
８
３
４
）

　

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

市から賀詞と祝い金が
贈呈されました

満100100歳満100歳
おめでとうございますおめでとうございますおめでとうございます

（大正10年２月19日生まれ
・松ヶ崎）

栁田マサミさん

（大正10年２月20日生まれ
・鳥海町下川内）

佐藤　ヨシさん

（大正10年３月１日生まれ
・内越）

加藤　キヱさん

インターバル速歩実践会　開催します
　動きやすい服装とシューズ、マスク着用でご参加ください。参加当日は
自宅で体温を測ってきてください。熱や風邪症状のある方、体調不良の方
は参加できません。
日時　４月７日㈬、21日㈬、28日㈬　※１人２回まで申し込み可。
　　　10時～11時（受け付け９時45分）　
会場　ナイスアリーナ
定員　50人
持ち物　タオル、飲み物
申し込み　４月６日㈫まで、健康管理課

不妊治療を受けるご夫婦へ
各不妊治療費の助成要件を拡充します
　市では、特定・一般不妊治療、不育症治療の助成事業を行っています。
本年１月より、国の特定不妊治療費助成について要件が拡充されたことに
伴い、本市においても令和３年１月以降の治療分について各不妊治療費の
助成要件を拡充することとなりましたので、お知らせします。
助成要件拡充点　
● 「夫婦の所得合計730万円未満」を撤廃
　⇒令和３年度申請分より、所得証明書（福祉用）の提出が不要となりま
　　した。 ※令和２年度の申請は提出が必要です。
● 「事実婚」も対象に
　⇒事実婚の場合は「夫（未婚）、妻（未婚）」の記載がある住民票の提出
　　が必要です。
※助成限度額は現行の通りです（特定不妊治療：50万円、一般不妊治療・
　不育症治療：15万円、いずれも１会計年度ごと）。
申請方法　令和２年度分は３月31日までに、健康管理課または各総合支
　所市民サービス課へ申請書と添付書類を提出
　※詳細はお問い合わせください。
問　健康管理課

令和３年度
インターバル速歩講座　参加者募集します
　運動量を測定できる機器を半年間利用して、歩行データをもとに
アドバイスを受けることができます。
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<２月15日～２月28日受け付け分>

<２月15日～２月28日受け付け分>
  「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

畠山　　幸さん

邦

禮

禮

西目こども園・ひな祭り（３月３日）

すくすくと
健やかに育ちます
　　　　　ように―。。。。。。
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　支援内容は次のとおりで、既に着工しているものや完了したものも対象です。申請にあたり、復旧費用が
分かるもの（見積書・領収書など）、被害状況や復旧の取り組みが分かる写真などが必要です。詳しくはお
問い合わせください。

◆支援内容
○果樹の復旧（県事業／樹園地復旧支援）
　▶内容・助成要件…①補植・改植、 ②被害樹の補
　修再生、③果樹棚の復旧　▶補助率など…県１／
　２以内、市１／４以内、補助金上限額は①７千円
　／本、 ②５千円／本、 ③３千円／平方㍍

○施設の復旧（県事業／施設等復旧支援）
　▶内容・助成要件…パイプハウスなどの復旧（水
　稲育苗用を含むパイプハウス、畜舎など。ビニー
　ル被覆のみの復旧や、管理・保管施設などは対象
　外）▶補助率など…県・市とも１／３以内、補助
　上限額あり
○施設の復旧（市事業／施設等復旧支援）
　▶内容・助成要件…パイプハウスなどの復旧（事
　業費が税込１万円以上のものが対象で、県事業の
　対象とならない農機具などの格納施設や、一部損
　壊のものを支援。ビニールのみの復旧も対象）　
　▶補助率など…市１／３以内、補助上限額あり

12月14日からの大雪・暴風の被害を受けた果樹や農業用施設などの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　復旧を支援します

事故件数

死亡者数

負傷者数

２月の人身事故発生状況 
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

事故･違反･飲酒運転のない街に!

  （２月28日現在・由利本荘署管内）

累計 昨年同期

15件

０人

15人

７件

０人

７人

12件

１人

13人

２月末日現在・住民基本台帳
（　）は前月比

人口　 74,843人（-111）
男 =35,813人（-50）
女 =39,030人（-61）

世帯数 30,648世帯（-３）

○その他（県事業／次期作等営農支援）
　▶内容・助成要件…①作物苗などの運搬支援（育
　苗ハウスの復旧遅れに伴い不足する苗などの運搬
　費。 ＪＡなどの団体が対象）、 ②園芸作物などの
　種子・種苗、生産資材購入費、樹園地の防除経費
　の支援（作付中の農作物に被害があった方、施設
　の復旧遅れに伴い解体後の露地畑での作付や復旧
　後に品目を変更して作付する方が対象）
　▶補助率など…県１／２以内、市１／４以内

◆被害報告・申請案内　
　　市、ＪＡ、共済へ被害報告をしている方につい
　ては、３月下旬頃に申請の案内通知を送付する予
　定です。被害報告をしていない方については、下
　記までご連絡ください。

問　農業振興課　☎２４―６３５３
　　または各総合支所産業課

　現在、文化交流館カダーレに配置されている本荘教育学
習課と市中央公民館は、次のとおり移転します。

◆移転日　４月１日㈭
◆移転先　市民交流学習センター１階（上大野16番地）
　　　　　☎２２―０９００、２４―４３４４
　　　　　FAX２２―２５０６
問　本荘教育学習課　☎２２ー０９００

本荘教育学習課・中央公民館が移転します


